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第 50 回関東甲信越静社会教育研究大会冊子（令和元年 11 月）より抜粋 

現代社会は、人間の長寿命化（人生 100 年時代）、人工知能（AI）や IoT（Internet of Things）

の進展等の急速な技術革新による「Society5.0」（※）の到来等、目まぐるしい変化の中で、

人々の関心も日々変化しています。 

 こうした中、少子高齢化に伴う人口減少や働き方改革、外国籍市民の増加など、私たちの

日々の暮らし方も変化しています。地域活動においては、地縁組織のあり方が問われる機会

も増えています。 

 平成 30 年 12 月の中央教育審議会答申では、地域における社会教育の意義と果たすべき役

割として、「社会教育」を基盤とした、人づくり・つながりづくり・地域づくりを提唱して

います。私たちは、長くなった人生をより豊かで幸せに過ごすため、健康長寿のみならず、

ライフスタイルやライフステージに合わせた多様な就労のあり方や文化・余暇活動の習得

など、多くのことを学ぶ必要があります。

※サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経済発展

と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）のこと。狩猟社会（Society 1.0）、農耕社

会（Society 2.0）、工業社会（Society 3.0）、情報社会（Society 4.0）に続く、新たな社会を指すもの

で、第 5期科学技術基本計画において、我が国が目指すべき未来社会の姿として初めて提唱された。

人生 100 年時代構想会議（※）中間報告（平成 29 年 12 月）より抜粋 

（人生 100 年時代） 

我が国の長寿社会はどこまで進んでいくのか。ある海外の研究を基にすれば、「日本で

は、2007 年に生まれた子供の半数が 107 歳より長く生きる」と推計されており、我が国は

健康寿命が世界一の長寿社会を迎えている。こうした人生 100 年時代においては、人々は、

「教育・仕事・老後」という３ステージの単線型の人生ではなく、マルチステージの人生

を送るようになる。また、長い人生を通して自分の家族を支えなければならないため共働

き世帯が増えるなど、家族の在り方も変化していく。100 年という長い期間をより充実し

たものとするためには、生涯にわたる学習が重要である。スポーツや文化芸術活動・地域

コミュニティ活動などに積極的に関わることも、個人の人生や社会を豊かにする。 

こうした「超長寿社会」を世界に先駆けて迎える日本において、単線型ではない、多様

な「人生の再設計」をどう可能としていくか。教育や雇用制度、社会保障など、国の制度

はどうあるべきなのか。これこそが、人生 100 年時代を見据えて考えなければならない大

きなテーマである。 

※平成 29年 9月に首相官邸に設置された政策会議。内閣総理大臣を議長とし、人生 100 年時代を見据え

た経済・社会システムを実現する政策のグランドデザインに係る検討を行う。



中央教育審議会答申「人口減少時代の新しい地域づくりに向けた社会教育の振興方策につい

て」（平成 30 年 12 月 21 日）より抜粋 

○ 人生 100 年時代には、「高齢者から若者まで、全ての国民に活躍の場があり、全ての人

が元気に活躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会をつくる必要」があり、

その重要な鍵を握るのは、生涯学習社会の実現にあると考えられる。一人一人が、学びを

通じてその能力を維持向上し続けることができるよう、誰もが生涯にわたり必要な学習を

行い、その成果を個人の生活や地域での活動等に生かすことのできる「生涯学習社会」実

現への取組をより強固に進める必要がある。 

○ 住民個々人に着目すると、地域における住民の学びは、健康な暮らし、安全な暮らし、

子育て、趣味・教養の充実、職業的・社会的課題への対応、生きがいづくりなど、個人の

問題意識や関心をきっかけとして行われ、その学びの過程を通じて個人の知的欲求が満た

され、生活の改善や、人間としての成長、自己実現につながっていくことが期待される（人

づくりという側面）。 

○ 住民相互の関わりという点では、社会教育における学びの場では、住民の学びを通じた

つながりの輪の中で、同様の悩みや類似の関心を持つ者同士の助け合いや、異なる意見を

持つ他者との対話や議論が生まれる。このような相互学習を通じて、相互に理解し認め合

うことによる自己肯定感や幸福感、つながり意識などが醸成され、住民同士の絆が強ま

るなどの効果がもたらされると考えられる（つながりづくりという側面）。 

〇 地域で共に学び、問題意識を共有したり、相互に認め合い、自らが地域の中に居場所を

持っているという肯定感を得たりする過程を通じて、地域に対する愛着や誇り、帰属意識

が育まれる。このことは、住民同士が対話や議論を通じて地域の将来像を考え、自らも当

事者としてよりよい地域づくりに持続的に取り組もうとする意欲にもつながるものであ

る（地域づくりという側面）。

○ さらに、学びを学びで終わらせるのではなく、その成果を地域の活動の中で積極的に生

かすことは、誰かの役に立っているという喜びをもたらし、より積極的に地域の活動に参

画する熱意や、更なる課題解決のために新たな学びを求めるといった、持続的な学びと活

動の循環につながっていく。人生 100 年時代を迎え、家族や学校、仕事に加え、地域で

の生きがいある活動に世代を問わず参加することは、一人一人の人生をより充実したも

のとする上で大きな意義を持つと考えられる。

○ 社会教育を通じ、最終的に目指すべきは、個人の幸福な人生と、持続可能な活力ある社

会の実現であり、その大きな鍵の一つが、「地域づくり」と考える。社会教育が「人づく

り」「つながりづくり」という強みを最大限に発揮しつつ、「地域づくり」に大きく貢献し

ながらその目的を達成することができるよう、今後は、より多くの住民の主体的な参加を

得て（学びのきっかけづくりと学習成果の活用）、多様な主体の連携・協働（社会教育関

係団体、学校、企業、ＮＰＯ等との連携・協働）と幅広い人材の支援により行われる社会

教育（地域の学びと活動を推進する人材の育成と活用）、すなわち、「開かれ、つながる社

会教育」へと進化を図る必要がある。 
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「楽しみ」や「生きがい」が見つかるまち・浜松

＜基本方針１＞
いつでも、どこでも、だれでも
学べる学習環境づくり

＜基本方針２＞
学習成果を適切に生かすこと
のできる仕組みづくり

【上級】

浜松市民アカデミー

【中級】

浜松ヒューマンセミナー

【初級】

子ども講座、アクティブ・シニア講座

女性学級、子育て学級、地域文化セミナー

平成31年度 浜松市生涯学習推進体系図（新）

【ステップ２】

高まれ！市民力

～市民企画運営事業

【ステップ１】

始めよう！市民力

～学習成果活用事業

集まれ！市民力
～生涯学習推進フェスタ

地域づくり講座

地域ふれあいフェスタ

三遠南信文化交流講座

生
涯
学
習
推
進
事
業

学
習
成
果
活
用
事
業

生涯学習

ボランティア

養成講座

はままつ

地域づくり

講座

浜松市と

大学等との

連携事業

コミュニティ活動推進事業

人材育成事業

共催事業天文台事業
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令和元年「集まれ！市民力～生涯学習推進フェスタ」実施・実績報告

１ 目的 

 ・地域づくり活動や生涯学習活動への興味・関心を引き出し、市民の地域参画

を促す。 

・学習者、地域活動者、生涯学習施設職員等のスキルアップ及びネットワーク

づくり。 

２ 内容 

○日  時：令和元年９月７日（土） １０:００～１７:００ 

○会  場：クリエート浜松 

○運営主体：静岡県生涯学習インストラクターの会西部地区会 

浜松生涯学習ボランティアの会

（１）はままつ地域づくりフォーラム（２階ホール） 

（２）み～んなで 楽しもう ものづくり 

○協働センターの「子ども講座」等をミニ体験コーナーで紹介 

 フラワーアレンジメント、プラ版キーホルダー、くるくるレインボー、 

型抜きクッキー作り、革のキーホルダー、折り紙など 

○学習成果活用事例の実演 

 浜松学院高等学校の生徒による科学体験ブース 

集まれ！市民力～生涯学習推進フェスタ

み～んなで 楽しもう ものづくり 10:00～15:00 

（各生涯学習施設の講座の紹介や実技体験）

はままつ地域づくりフォーラム 13:00～17:00 

（講演会、事例発表、情報交流会）

日 程 内 容 

開会 

基調説明 

・主催者挨拶 

・浜松市の生涯学習の取り組み、方向性 

講 演 

（100 分） 

意欲・意識の高揚 

スキルアップ・フォローアップ

・「楽しい対話で地域づくり 

～会議が変われば地域・組織が変わる」 

・講師…釘山 健一 氏 

（会議ファシリテーター普及協会代表） 

情報交流会 

（80 分） 

ネットワークづくりの支援

・活動発表…やらまいか入野

・参加者同士のテーマ交流



３ 実績 

４ 参加者アンケートによる満足度 

内 訳 アンケート集計 

項 目 

※（ ）はみ～んなで 楽しもう  

ものづくり

非常に 

よい 

（大変楽

しい） 

よい 

（楽しい） 

あまり 

よくない 

（あまり楽しく

ない） 

よくない 

（楽しくない） 

はままつ 

地域づくり 

フォーラム 

講演 

H29 46％ 51％ 0％ 2％ 

H30 62％ 36％ 2％ 0％ 

R1 69％ 31％ 0％ 0％ 

情報交流会 

H29 29％ 71％ 0％ 0％ 

H30 56％ 44％ 0％ 0％ 

R1 50％ 50％ 0％ 0％ 

み～んなで 楽しもう  

ものづくり 

H29 72％ 27％ 0％ 1％ 

H30 54％ 43％ 2％ 0％ 

R1 90％ 10％ 0％ 0％ 

（地域づくりフォーラム参加者の感想 抜粋） 

・講師のお話はとても参考になり、すぐに実践できることを教えていただいた。 

・会議の運営では悩みがつきなかったので、講師の話はとても参考になった。 

・会議の進め方の話、目からうろこでした。大変よかったです。 

・講演では、全く新しい考え方を学ぶことができ、従来通りではよくないと感じた。 

・全く知らない方とグループになって意見交換できたことがよかった。対話型で話し合 

いをすると、話が前に進んでいくように感じ、今後活用したい。 

・思っていた以上によい話し合いができました。 

・様々な職業、役員の方とお話ができて、よい経験になった。 

・準備がよくできていた。席順も分かるようにしてあってよかった。 

・フォーラムの主旨や目的がもう少しはっきりと分かるとよかった。 

・講演よりもう少し詳しい内容での講座の開催を望みます。 

・事例発表を多く聞きたい。 

R１ Ｈ30 Ｈ29

はままつ地域づくりフォーラム 142 132 165

み～んなで 楽しもう ものづくり 延べ1,583 延べ1,075 延べ1,270

内　容
参加者（人）



５ 成 果 

○講演会では、アンケートにおける参加者の満足度は昨年度を上回っており、参

加者の思いや地域の課題に寄り添った内容にすることができた。 

○講演会では、「会議・対話の進め方」というより具体的なテーマを設定し、講師

に依頼した。そのため、講師の話が実際の地域活動で活用できる内容が多く、「す

ぐに実践していきたい」などの前向きな意見を多数得ることができた。 

○情報交流会では、昨年度より時間を多く確保し、かつ、交流の際のテーマを設

定したことにより、話し合いや意見交換のよさを多くの参加者に感じていただ

くことができた。 

○「み～んなで 楽しもう ものづくり」は、多くの子供や家族にご参加いただき、

生涯学習活動の楽しさを伝える場となった。また、自治会を通して地域の回覧

版にチラシを掲載するなど、広報活動を充実したことで、これまでで一番の参

加人数があった。 


